
第２部 公共空間から私的空間へ
中世の金融 もう一つの近代への助走

2021年5月25日：宗教と金融
キリスト教における金融への敵意、イスラム教における商業への憧憬
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5月18日の講義

• ローマ法の2つの側面

• 占有を通じた近代への助走
• 金融への禁欲

• 所有を通じた近代への疾走
• 金融への解放
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古代から中世にかけての宗教の金融に対する態度：
2つの側面

•金融（貸借）への禁欲

•金融（貸借）への自由
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キリスト教社会における利子をめぐ
る葛藤
宗教、経済、政治の対立と協調
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旧約聖書、新約聖書に見る金融への態度
担保物品の回復、ヨルベの律法

• レビ記、第25章、25-27節。
• もし同胞の一人が貧しくなったため、自分の所有地の一部を売ったならば、
それを買い戻す義務を負う親戚が来て、売った土地を買い戻さねばならな
い。

• もしその人のために買い戻す人がいなかった場合、その人自身が後に豊か
になって、自分で買い戻すことができるようになったならば、その人は売って
からの年数を数え、次のヨベルの年までに残る年数に従って計算して、買っ
た人に支払えば、自分の所有地の返却を受けることができる。

2021年5月25日 5



債務者への同情＝同胞への同情

• ネヘミヤ記、第5章、3-8節。
• またある者は言った。「この飢饉のときに穀物を得るには畑も、ぶどう園も、家も抵
当に入れなければならない。」

• またある者は言った。「王が税をかけるので、畑もぶどう園も担保にして金を借りな
ければならない。同胞もわたしたちも同じ人間だ。彼らに子供があれば、わたしたち
にも子供がある。だが、わたしたちは息子や娘を手放して奴隷にしなければならな
い。ある娘はもう奴隷になっている。どうすることもできない。畑とぶどう園はもう他
人のものだ。」

• この嘆きと訴えを聞いて、わたしは大いに憤りを覚え、居たたまれなくなって貴族と
役人をこう非難した。「あなたたちは同胞に重荷を負わせているではないか。」わた
しはまた大きな集会を召集して、言った。「わたしたちは異邦人に売られていた同胞
のユダの人々を、できるかぎり買い戻した。それなのに、あなたたちはその同胞を
売ろうというのか。彼らはわたしたち自身に売られることになるのに。」彼らは黙りこ
み、何も言えなかった。
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免罪＝債務免除？

• マタイによる福音書、第18章、23-34節。
• そこで、天の国は次のようにたとえられる。ある王が、家来たちに貸した金の決済を
しようとした。決済し始めたところ、一万タラントン借金している家来が、王の前に連
れて来られた。しかし、返済できなかったので、主君はこの家来に、自分も妻も子も、
また持ち物も全部売って返済するように命じた。家来はひれ伏し、『どうか待ってく
ださい。きっと全部お返しします』としきりに願った。その家来の主君は憐れに思っ
て、彼を赦し、その借金を帳消しにしてやった。

• ところが、この家来は外に出て、自分に百デナリオンの借金をしている仲間に出会
うと、捕まえて首を絞め、『借金を返せ』と言った。仲間はひれ伏して、『どうか待って
くれ。返すから』としきりに頼んだ。しかし、承知せず、その仲間を引っぱって行き、
借金を返すまでと牢に入れた。仲間たちは、事の次第を見て非常に心を痛め、主
君の前に出て事件を残らず告げた。そこで、主君はその家来を呼びつけて言った。
『不届きな家来だ。お前が頼んだから、借金を全部帳消しにしてやったのだ。わたし
がお前を憐れんでやったように、お前も自分の仲間を憐れんでやるべきではなかっ
たか。』わたしがお前を憐れんでやったように、お前も自分の仲間を憐れんでやる
べきではなかったか。』
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祈祷文の1節
負われているもの＝負債＝罪業

• ウィクリフ訳、1381年
• われらが債務者を債務から免除いたしますので、われらの負債も免除してく
ださい。

• イギリス国教会訳（聖公会祈祷書）、1559年
• われらに罪をおかす者を、われらが許すように、われらの罪をも許したまえ。
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利子への敵対

• 出エジプト記、第22章、24節。
• もし、あなたがわたしの民、あなたと共にいる貧しい者に金を貸す場合は、彼に対し
て高利貸しのようになってはならない。彼から利子を取ってはならない。

• If you lend money to My people, to the poor among you, you are not to act as a 
creditor to him; you shall not charge him interest.

• 詩篇、第15章、5節。
• 金を貸しても利息を取らず／賄賂を受けて無実の人を陥れたりしない人。これらの
ことを守る人は／とこしえに揺らぐことがないでしょう。

• ネヘミヤ記、第5章、10節。
• あなたたちも今日あなたたちに負債のある者に返しなさい。畑も、ぶどう園も、オ
リーブ園も、家も、利子も、穀物も、ぶどう酒も、油も。
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利子への敵対の背景

1. 現代英語訳でも、利子をinterestと訳しているが、基本的には、ラテン語
でusury（高低に関係なく利子の意味であったが、14世紀から15世紀に
高利の意味となった）、faenusの意味である。

2. キリスト教 利子の徴求＝主の無償の愛の否定
l 窃盗？

l 時間泥棒？

l 怠惰の罪

3. アリストテレス 貨幣（親？）が貨幣（子）を生むのはおかしい。

l ガザ―リーなどのイスラム学者によるアリストテレスの再発見
l ⇒トマス・アキナスなどのスコラ哲学者へ
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すこし脇道：interestの語源
• 私たちの知っている interest の用法は、たかだか14世紀以降！
• Online Etymology Dictionary

• The earlier Middle English word was interesse (late 14c.), from Anglo-
French interesse “what one has a legal concern in,” from Medieval 
Latin interesse “compensation for loss,” （後で説明します！） noun use of 
Latin interresse (compare German Interesse, from the same Medieval Latin source).

• Financial sense of "money paid for the use of money lent" (1520s) earlier was 
distinguished from usury (illegal under Church law) by being in reference to 
"compensation due from a defaulting debtor." Sense of "personal or selfish 
consideration" is from 1620s. Meaning "business in which several people are 
interested" is from 1670s. Meaning "curiosity, feeling that something concerns one, 
appreciative or sympathetic regard" is first attested 1771. Interest group is attested 
from 1907; interest rate by 1868.

• もちろん、旧約聖書や新約聖書が書かれていたころは、金利という意味で
のinterestという言葉は存在しなかった。それにもかかわらず、14世紀から
15世紀以降にラテン語から英語に訳されるときに、おそらく、interestと
usuryの区別（聖書の時代になかった区別）が取り入れられてしまった。
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聖アンブロシウスの例外
聖アンブロシウスの説教（前380年）で引用

• 申命記、第23章、20-21節。
• 同胞には利子を付けて貸してはならない。銀の利子も、食物の利子も、その他利子
が付くいかなるものの利子も付けてはならない。

• 外国人には利子を付けて貸してもよいが、同胞には利子を付けて貸してはならない。
それは、あなたが入って得る土地で、あなたの神、主があなたの手の働きすべてに
祝福を与えられるためである。

• Thou shalt not lend upon usury to thy brother; usury of money, usury of victuals, 
usury of any thing that is lent upon usury.

Unto a stranger thou mayest lend upon usury; but onto thy brother thou shalt no   
lend upon usury. 

• 外国人（よそ者）≒強盗や殺人をも正当化される相手・・・
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中世イングランドー「債権者による債務者へ
の暴力」と「債務者による債権者への暴力」
• ユダヤ人金融業は、債務者家族に返済をさせるまで、債務者を刑務
所にぶち込んだ。

• イギリスの王たちは、ユダヤ人に負っている債務を、ユダヤ人に多
額の納税義務を負わすこと（王から見れば徴税債権）によって返済
した。
• イギリスの王（ジョン王（在1154-1189）、ヘンリー3世（在1216-1272））は、多
額の納税義務を負うユダヤ人を、逮捕し、投獄し、拷問したうえで、全財産を
没収した。

• イギリスの王たちは、借金を抱える住民が金融業のユダヤ人を大量虐殺す
ることを容認した。
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キリスト教の原理主義

• キリスト教の利子排斥運動
• 1148年 修道院による譲渡抵当（利子＝家賃）の禁止

• 1187年 信用売りと現金売りの区別の禁止

• スコラ派によるアリストテレスの再発見
• 貨幣が貨幣を産むのはおかしい！

• 12世紀 教会法による徴利の禁止

• 13世紀 フランシスコ会とドミニコ会の間での「使徒の清貧」にまつわる論争

• キリスト教徒による商業そのものへの懐疑
• 商業は本当のところは徴利の延長ではないか、つまり、不倶戴天の敵に向けられ
た場合にのみ真に正当化しうる詐欺の一形態ではなかという疑念（433頁）
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一方、金利や商業を正当化
しようとする動き

• 14世紀以降、スコラ学者の間で、損害賠償とし
ての金利（interesse⇒interestの語源となる）に注
目するようになる。
ローマ法にあった支払いの遅れによる損失の
補償

• 商業活動に親和的な都市国家の設立
11世紀から12世紀
• ロンバルディア同盟 ヴェネツィア、ジェノ
バ、ピサ

• ミラノ、フィレンチェ
• ハンザ同盟 リューベック、ハンブルク、ブ
レーメン

• イスラム世界の繁栄（後述）

• 当時のスコラ学者が、イスラムの経済的繁栄
や、北イタリアや北ドイツの経済的発展に接
して、経済のありようを再考し始めた。
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少し飛んで…宗教改革における宗教、経済、政治の和解
• 1512年～17年 第5ラテラノ公会議で公益質屋の利子を認める
• ルターの妥協
• 1520年 高利貸に対する猛烈な反対キャンペーン
• 1524年～25年 ドイツ農民戦争
• 1524年 「商業と高利」

• この世界にキリスト教徒はまれである。それゆえこの世界は、たとえキリスト教徒が
それを要請すべきではなく、それを取り戻すことを望むべきでないとしても、盗みを
働かぬよう、借りたものを返すよう、悪人を従わせ規制する、厳格で確固とした世俗
的政府を必要とするのである。これが必要なのは、世界が砂漠となることなく、平和
が消え去ることなく、通商と社会が破壊されつくされることなきようにするためである。

• 福音書が書き留めているのは理想的振る舞いにすぎない。人間は罪深い生き物で
あり、だから法律が必要となるのだ。高利（usuryのこと）は罪であるが、4～5％の利
率（interestのこと）は、現在ではいくつかの条件下では合法とされている。かような
利子であれ徴収することは罪深いが、いかなる条件下であれ、そのために借手に
法を破る権利があると主張するのは妥当でない。

• 1545年 ヘンリー8世が10%以内の利子所得を認める。
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イスラム社会における宗教、経
済、政治
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宗教と商業（経済）の親和性

•宗教と商業が対立したキリスト教社会との対照

•宗教の禁止項目にイスラム教とキリスト教に大きな違いはなかった。
• 誘拐、負債、人身売買に起因する奴隷、債務奴隷
• 利子の厳禁

• ただし、利潤を認めた！

2021年5月25日 20



商人への憧憬
負債論412頁～413頁
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利子の厳禁、利潤への寛容、信用通貨の発展
（負債論、410頁～412頁）

• 確定収益率よりも、事後的な利潤の分け前
• 融資についていえば、有利子の投資よりも好まれた方法は、一方が資本を準備し、
他方が企業化するといった共同経営であった。投資者は、確定収益率でなく、利潤
の分け前分を受け取った。労働の差配についてさえも、しばしば利潤分配の原理に
基づいて組織された。

• 事後的な利潤分配がうまくいく条件
• 資本提供者、経営者、労働者の間が信用に結ばれ、利潤が公明正大に配分される。
（誰かが、利潤を隠すことがない）

• 商人間の信用を基盤に信用通貨（約束手形や為替手形）が発展した。
• 第3者の支払人を必要とする為替手形は、証人による確認ができなかったことから、
メソポタミア、バビロニア、ヨーロッパでは、発達しなかった。
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神の摂理としての市場（負債論、414頁）

•バザールにおけるモラル
• 負債と奴隷制という古来の軛（くびき）から解き放たれるや、地域のバザー
ルは、ほとんどの人間にとってモラルの危機にさらされるどころか、その正
反対の場となった。すなわち、人間の自由と共同体の連帯の最高の表現で
あり、したがって国家の介入から根気強く防衛されるべき場となったのであ
る。

• 「価格は神の意志によって決まる」
• ムハンマドにとって、この自然な市場の調整は宇宙の調整に対応している。
夜が昼に続くように、そして潮が満ち引きするように、価格は上下する。かく
て価格を調整することは、商人にとって不正であるだけでなく、物事の自然
な秩序を乱すことになるのである。（Essid, 1995）
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やや横道…
（負債論、414頁）
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また、やや横道：見えざる神の手？

•負債論、414頁
• 邦訳 アダムスミスの「見えざる神の手」
• 英訳 Adam Smith’s “invisible hand” (which was also the hand of Divine 

Providence)

•国富論の原文
• and he is in this, as in many other cases, led by an invisible hand to promote 

an end which was no part of his intention.

• “an invisible hand”が、なぜ、
• the invisible hand of Godになってしまったのか？
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イスラム神学者ガザーリー（1058～1111）と哲学者トゥースィー（1201～1274）
のトマス・アキナスやアダム・スミスへの影響（負債論、414頁～418頁）

• 分業と交換
• ガザ―リーのピン工場の事例⇒スミスの国富論

• 分業の解釈：個人の利益（スミス）と人々の相互扶助（トゥースィー）
• 競争ではなく協働

• 欲望の二重の不一致を解消する貨幣（ガザ―リー）

• 社会的慣習としての貨幣☜利子禁止の根拠（負債論、442頁～443頁）
• アリストテレス⇒ガザ―リー⇒トマス・アキナス

• イスラム学者が持っていた「神の摂理としての市場」⇒スミスの「自生的秩序
としての市場」
• 神の摂理＝見えざる手？（ただし、スミスは「見えざる神の手」とはいっていない・・・）
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イスラムの信用手段のヨーロッパへの伝播

• アッバース朝（750年～1258年）の信用経済ネットワーク
• サック：小切手
• ルクア：預かり証
• スフタジャ：為替手形（支払人が遠方にいる為替は、証人が事実上不可能なので、
古代メソポタミアや中世ヨーロッパでは用いられなかった）

• テンプル騎士団（1118年～1307年）の金融ネットワーク
• 騎士団は、預託を受け入れ、預託証書を発行した。その預託証書は、テンプル騎
士団のネットワークで現金化され、譲渡することもできた。

• 騎士団は、預託された資産を有利子で貸し出すこともした。（教会や国王は黙殺）
• 騎士団の債務者であったフィリップ4世は、騎士団を解散させ、財産を没収した。

• 北イタリアの銀行団
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もう一つの近代への助走
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今日の利子をめぐる議論を振り返って（その１）

• 利子禁止の意味
• 古代：債務者保護 ヒトとモノとの結びつきを守る趣旨
• 古代ローマの終わりごろから中世：資産がさまざまな果実を生み出すようになった。

• 所有権の出現⇒同意による資産の移転⇒資産の効率的な再配分
• 資産果実の配分手段としての利子

• 古代や中世の学者や教会人は利子を鋳造貨幣（計数金属貨幣）のレベ
ルで考えていた。
• アリストテレス以来、象徴にすぎない貨幣が利子を生み出すのはおかしい！

• 経済に関わる人々は利子と利潤を本質的に区別せず、それらを事業のレ
ベルで考えていた。
• 中世イスラムでは、貸し手と借り手が信用に結ばれたパートナーだったので、事業
の前に利子を確定するよりも、事業の後で損益を相互に分配する方が自然であっ
た。

• 商業に従事する人にとっては、信用通貨（約束手形、小切手、為替手形）も、鋳造
貨幣も同じように通貨と考えていた。
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今日の利子をめぐる議論を振り返って（その２）

•中世ヨーロッパにおける利子禁止をめぐるねじれ
• 大債務者（国王や教会） 自らの債権者を追放する口実
• 小債務者（庶民） 為政者との対立を債権者との対立に故意に転嫁

• アッバース朝（イスラム）、北イタリア、北ドイツの経済的発展に接し
たスコラ学者の再考（参考文献、ゴードン、2018年）
• 信用の再発見
• 「機会費用の代償としての金利」と「高利貸しの暴利」の区別（古代、中世初
期にはなかった区別）

•債権者と債務者の闘争に明け暮れるヨーロッパの混乱に接した改
革派宗教家の再考
• 新教における利子の容認

2021年5月25日 31



2020年6月1日

• ヨーロッパ内部における、とってもゆっくりとした銀行の発展を展望す
る。
• これも、近代への助走
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